《グループ１》
ワークショップ実施後、各委員が実現したいと思う案一位に青いシール×1票、二位に赤いシール×2票にて投票を行った。以下青いシールは2点、赤いシールは1点でカウントすることとする。

●企画●
・自治会強化　和光自治会対抗和光全域サバイバルゲーム：2点
・全土を使った運動会
・若者、若者世代を巻き込む企画
・いろんなテーマでのおしゃべり会（子育て、介護、他なんでも）：１点
・集まり、話し合う場が少ない
・フリマ　断捨離物々交換：1点
・リサイクルもちよりマーケット
・カラオケ大会
・みんなで交換日記（来た人が思いのままノートにつづり、誰かがまた書いていく）
・募集の掲示板あり
・問題課題解決アイデア募集コーナー（子供が寝つかなくて困っています、ゴミの分別をきちんとしない人がいて困っています、等）
・他の人と交流できる入室条件（ハイタッチ、カンパイ、握手）
・イベント等に興味がない
〇ｎｅｔ
・インターネットバーチャルイベント
・若者のeスポーツ大会
・インターネットでまちのスポットをつなぐフェス等何か
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●仕組み●
〇働く人を巻き込む：３点
・復職
・チャレンジ出店　土日カフェ
・働いている人が参加できる
〇連携：２点
・お寺との連携
・他部署他機関&他サービスとの連携（連れてくる・周知）
・自衛隊官舎と一緒に
・教育委員会、生涯学習との連携
・アルコイリスとかバーディーとかで坂下ショッピングセンターパーティー、民間の商売と
・既存の施設を再利用、有効に
・企業や店舗と一緒に
・自治会館
・メルカリなどの既存のサービスとジョイントして起業とかのテーマで
〇担い手づくり
・連続講座からの何か実行するプロセスづくり：１点
・いちから何か作り上げる企画
・いろんな人のモチベーションづくり
・関心ある人をあつめて講座や仕組みづくり
・当事者のテーマ開拓
・あそびの森みたいな企画団体つくる
〇多世代・多文化
・高齢者を外に連れ出す
・多世代交流できるスペース
・海外（外国籍）も参加しやすい企画　多文化料理Etc.
・多文化交流できるスペース
〇情報
・ネットで使用している人数がわかる
・今ある和光の設備知りたい（自治会設備含め）
・回覧などの伝達方法の工夫が要
・情報発信施設作る
・今やってるイベント情報

●スペース●
〇ルール：２点
・お金取ってよし：１点
・予約なしで使える：１点
・予約をしても、しなくても利用できる
・公共施設の貸し出しの制限の緩和
・夜も使える
・朝も夜も開いている
・コミセンの使い勝手の改善　直前の予約とか
〇設備：１点
・Free Wi-fi：２点
・通信インフラが無い
・カフェがある
・お茶セットがおいてある
・ゆったりとくつろげるソファのあるスペース
・図書スペースがある
・音楽が流れている
・授乳スペース、おむつ台がある
・休眠スペースの用意
〇コンセプト：１点
・常連がメインにならず、誰でも入りやすい空間
・実際に気軽に集まる場づくり
・ぼーっと出来るスペースの用意（来たら必ず誰かと話さなくてもok）
・ふらっと立ち寄れる　近い
・部室
・一人で来ても居心地が良い
・小さな拠点づくり　気軽に予約なし、近く
・仲間ができる
・開放的な空間
〇場所
・市民広場
・わぴあとか新しい場所でマルシェ
・空き家利用（店舗）
〇６Ｆ
・6Fセンターにプリンターとか事務用品充実させて市民活動あつめる
・市庁舎6F交流スペース改造計画
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